
事業概要【小海駅周辺地域再生事業】

申請者 長野県南佐久郡小海町 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R5-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 65,470千円（23,350千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり

目的・効果

・小海駅を中心としたコンパクト・プラス・ネットワーク型まちづくり（駅周辺に集積する医療・福祉・教育、公共施設
などを活かしつつ、町が取得した駅舎及び隣接した商業施設を活かす）
・駅舎等を活用し、町の入り口、近隣自治体との交通結節点として町内外・多世代、多様な人々の交流の場を
創出すると共に、町の観光地である松原湖エリアとのネットワーク化を図り、町内全体の活性化を実現
・駅を中心として賑わいを生み出し、町内財政の健全化を目指す

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

R5年度事業にて策定したグランドデザインを踏まえ、令和7年度は以下の事業に取り組む。
〇グランドデザイン実現に向けた駅周辺エリアの地域拠点整備ソフト事業委託費
調査費用 3,000千円
拠点・周辺エリアの基本設計 3,950千円
拠点・周辺エリアのエリアマネジメントのための法令等調査・要件定義 1,000千円
拠点・周辺エリアの基本設計(障がい者、高齢者等分) 2,000千円

〇中学高校・町内事業者・団体との連携、運営体制の自走準備、コワーキング等開始
事務局運営費（塾・自習室及び交流スペース） 5,500千円
イベント、体験教室など開催費 3,000千円
消耗備品など準備費 1,000千円
〇拠点改修・整備費 拠点改修・整備
内装改修 3,000千円
経済的自立仕組構築費 移動販売車（駅前売店）、カフェ設置費用 900千円

KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①小海駅周辺を中心とした町内全域における民間企業との連携イベント実施数（13回）
②学生を中心とした地域交流スペース（塾・自習室、コミュニティカフェ機能）の利用者数
（120人）
③小海駅の１日の平均乗降客者数（130人）
④「小海町にずっと住みたいと」と思う町民の割合（7％増加）
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調整中

旧制度（推進）



事業概要【小海町を「まち」として営み存続させる こうみワインプロジェクト事業】

申請者 長野県南佐久郡小海町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

67,408千円
（ 18,612千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業 事業分野 農林水産分野

目的・効果
人口減少等の起因による町の存続が危ぶまれるなかワイン用ぶどうという地域資源を磨き上げ、更なる有効活用
を図り、複数の産業が結びついたしごとを創生し、地域経済の循環を構築する。取組により、交流人口の増加、人
口減少の緩和を図り、活力のある持続可能な町づくりに帰着するもの。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【ソフト事業経費】
〇事業展開戦略構築
・事業展開戦略確立推進計画作成委託料2,200千円
〇資源形成の取組
・品質向上技術指導委託料1,100千円 ・圃場調査委託料5,126千円
〇商品形成の取組
・品質向上技術指導委託料440千円
・ブランディング戦略設計、実行委託料1,254千円
・マーケティング統括戦略設計、SNS、Youtube、
web等企画実行委託料6,336千円

〇担い手確保取組
・生産者・加工者誘致施策企画、イベント出展等委託料1,518千円

 ・利益モデル試算財務諸表等作成550千円
〇商品製造への取組
・ワイナリー建設準備他地域視察、スキーム設計、

 必要事項・経費調査委託料88千円

地域の多様な
主体の参画

ワイン用ぶどうという地域資源を活用し、複数の産業が結び付いた「しごと」
を創生し、地域経済の循環、交流人口の増加を図るために地域内の多様
な参画者と連携を図る。ぶどうという農産物としての取組、ワイン製造、販売
としての取組、交流人口増加、情報発信としての取組など、各取組に密接
に関係する参画者と促進を図る。

KPI
※カッコ内の数値
は最終事業年度
までの「KPI増加
分の累計」の目標

値

①農産物平均出荷量（+175ケース）
②総農家数（＋12世帯）
③販路獲得数（+13件）
④商品原料となるぶどうの収穫（+3,300kg）
⑤ぶどうの新規生産・加工者数（+４人）



事業概要【地域資源を活かした観光振興】

申請者 長野県南相木村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

109,240千円
（83,240千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業 事業分野 観光分野

目的・効果
・近年利用者が増加傾向であるキャンプ場にサニタリー施設を整備し、観光産業を促進し、観光消費額を増加さ
せ本村の基幹産業（農業）以外でも稼げる構造を構築し、持続可能な村政運営を目指す。
・村民有志との協働により、地域の特産品を活用した商品開発や自然体験等の提供を充実させ、利用者の消費
額の増加と村民の小商につなげる。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【ソフト事業経費】
〇立原高原キャンプ場PR強化事業
・PRツール作成、Webサイト改修、動画製作、
チラシ作成（委託料）8,000千円
〇特産品開発事業
・提供メニューの試作、特産品開発支援（委託料）8,000千円
・地域交流ふれあい館商品開発等に係る備品整備 7,180千円
【拠点整備事業経費】
〇立原高原キャンプ場展望サイトにサニタリー施設の整備
・施設整備 60,060千円

地域の多様な
主体の参画

キャンプ場運営を担う公社にイベント等を開催してもらい、利用者の増
加につなげるとともに、毎月行う経営会議の報告書の内容を踏まえた改
善点を明確にし、事業内容への反映に取り組む。
地域住民と共同で地元農産物を活用した商品開発に取り組み、販路
開拓を推進するため、公社等、地域内での連携を促進する。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①村内の観光消費額（増加分）（＋1,400万円）
②立原高原キャンプ場の利用者数（＋2,230人）
③立原高原キャンプ場の利用者単価（＋950円）

立原高原キャンプ場展望サイト



事業概要【千曲川上流域の森づくりと人づくりによる産業×環境×教育の魅力あ
る地域づくりプロジェクト】

申請者 長野県佐久穂町 初回採択回 令和５年度第２回募集

事業計画期間 R5-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 61,041千円（23,400千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 農林水産分野

目的・効果 「森林資源の活用・南佐久郡の林業６次産業化の機能整備」と「千曲川流域・森林フィールドにおける人づくり」に
よる産業化

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
町の資源である豊かな森を活かし、更なる魅力ある地域を目指すた
め、「森林資源の活用・南佐久郡の林業６次産業化の機能整備」
と「千曲川上流域・森林フィールドにおける人づくり」による産業化を推
進するとともに、地域資産価値を高める多角的な事業展開を行う地
域商社の設立を目指す。
【主な経費】
①地域商社設立準備業務（委託料） 9,500千円
②商品開発・販路開拓業務（委託料） 6,000千円
③森づくり×人づくりの取り組み検討業務（委託料） 7,000千円
④地域間協議会 発足・運営業務（委託料） 900千円

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①本交付金事業実施に伴う林業関係事業への新規就業
者数（副業を含む）（＋2人）
②本交付金事業実施に伴う町産木材の町内での使用量
（＋15㎥）
③地域の森林資源を利用した新たな教育カリキュラムやイ
ベント等へ複数回参加した人の人数（＋100人）
④再造林面積（＋15ha）

関連URL 調整中

旧制度（推進）



事業概要【官民連携による空き家開拓と移住者マッチング事業】

申請者 長野県下諏訪町 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R5-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 20,873千円（5,296千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果

当町には多くの空き家や空き店舗があるにも関わらず、多くの物件が流通できていない状況のため、せっかく相談に
来てくれた移住相談者を受け入れることができないという大きな機会損失が起きている。
本事業により、民間事業者や地域住民と連携し、滞っていた空き家物件の利活用を進め、移住者の受け皿を増
やすことで、移住を検討している方が夢をもって移り住むことができるまちを目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①地域住民を巻き込んだ空き家情報収集のネットワーク
構築

②移住相談窓口の体制強化
・移住定住促進支援業務 4,796千円
③空き家情報発信のプラットフォームの構築
・移住総合サイト制作業務 500千円

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①町が紹介した空き家に移住者が居住した件数（+27
件）
②空き家物件の掘り起こしを行い、下諏訪町空き家情報
バンクに登録した物件数（+55件）
③町が紹介した空き家物件を活用した開業件数（+8
件）

関連URL

（交付金の具体的使途・実施体制）
R7.7月ごろ公表予定
（効果検証）
https://www.town.shimosuwa.lg.
jp/www/genre/1000100000073/i
ndex.html
（令和６年度効果検証はR7.10月ごろ
公表予定）

旧制度（推進）

https://www.town.shimosuwa.lg.jp/www/genre/1000100000073/index.html
https://www.town.shimosuwa.lg.jp/www/genre/1000100000073/index.html
https://www.town.shimosuwa.lg.jp/www/genre/1000100000073/index.html


事業概要【グリーン・セーフティ・オアシス大芝高原プロジェクト～緑豊かで安全な憩いの場を創出する取り組み～ 】

申請者 長野県南箕輪村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-11年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

1,246,431千円
（108,200千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業 ✓ 事業分野 観光分野

目的・効果

公園内のユニバーサルフィールド化、インフラ改修、ふれあい交流センターの施設整備を一体的に行うことにより、
大芝高原のブランドを向上し、利用者、観光消費額を増やすことで、今後、大芝高原が持続可能で上伊那地域を代
表する観光拠点として発展していくことを目指す。
また、広域の防災拠点として、施設の機能が最大限活用できるよう周辺エリアの避難所も含めた水道管路の耐震化
を行うことで、有事の際に、防災・減災に対応できる拠点としての機能を維持できるようにしていく。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【ソフト事業経費】
〇ユニバーサルフィールド化に関する事業
・コンシェルジュ窓口、マップ作製に係る経費（委託料）：5,000千円
・備品の購入に係る経費（備品購入費）：2,000千円
〇地域資源を生かした新たな観光資源に関する事業
・新商品開発費（委託料）：2,000千円
・ＰＲ動画制作およびSNS運用費（委託料）：5,200千円
【インフラ整備事業経費】
〇ユニバーサルツーリズムに必要な公園内トイレ改修及び老朽化したアス
レチック・遊具の更新
・事業費 14,000千円
〇広域防災拠点の機能維持に必要な水道管路の耐震化
・事業費 80,000千円

地域の多様な
主体の参画

上伊那農業高等学校と共同で地元農産物等を活用した商品開発に
取り組み、販路開拓を推進するため、商工会議所等、地域内での連携
を促進する。
当該施設の指定管理者と南箕輪村観光協会と連携し、利用者の増
加や地域住民、関係人口との関係構築に繋げるイベントを開催してもら
う。また住民代表（むらづくり委員会）と連携し、利用者目線での意見
を吸い上げ、事業内容への反映に取り組む。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①大芝高原の観光消費額 （＋1.03億円）
②大芝高原の利用者数（＋205千人）
③管路耐震化率（＋12.8％）
④「ふるさと名物」商品化件数（＋８件）



事業概要【駒ヶ岳の麓、宮田宿を核としたまちの賑わい創出プロジェクト】

申請者 長野県宮田村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

20,880千円
（9,910千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業 事業分野 観光振興分野

目的・効果
宮田村に埋もれた自然・歴史・文化資源を「保存」から「活用」へと転換し、宮田村ブランドを確立・発信することに
より、観光・交流を促進（観光消費額の増加）するとともに、地域のにぎわい（宮田宿を核としたイベント等の参
加者数増加など）を創出する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【ソフト事業経費】

〇周遊コースの設定及び整備事業
・外部専門家の報償費 340千円
・外部専門家の旅費 200千円
・文化財案内看板等の設置工事費 3,800千円
・史跡公園等へのロボット草刈機導入 1,280千円

〇幅広く魅力的な宮田宿周辺のプロモーション事業
・各種イベント事業委託費 1,700千円
・調査報告書印刷製本費 2,310千円

地域の多様な
主体の参画

魅力的な周遊コースの造成、文化財を活用した新たな特産品の開発、
デジタルコンテンツの拡充等により、商工会等と連携しながら交流人口や
収益の増加に繋げるとともに、住民団体が開催する各種イベントに大学
や地元中・高生も参加してもらい、若者目線での意見を吸い上げ、事業
内容への反映に取り組む。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①宮田村観光消費額 （＋2,380万円）
②デジタル化した文化財データコンテンツの閲覧者数
（+1,000人）
③宮田宿を核としたイベントの参加者数（＋600人）



事業概要【リニア時代を見据えた商店街を中心とする地方創生事業】

申請者 長野県松川町 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R5-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 44,240千円（11,760千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果
•商店街を交流人口の拠点及び地域住民の活躍の場滞在の場の拠点としてリノベーション
•新しいひとの流れ”と”しごと”を生み出し、新たな町の賑わいを創出
•観光交流人口の増を基点とした都市部からのお金の流入と、地域でお金がまわる仕組みを構築
•交流人口を町全体へ誘客できる仕組みづくり

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

〇新井商店街への企業誘致事業（委託料）550千円
〇新たな販促検討事業（委託料）550千円
〇学生視点による新井商店街のリノベーション事業
・中高生の地域デザイン（委託料） 2,520千円
・プロジェクト参加型インターン（委託料） 4,400千円
〇外部人材を活用した交流人口増のためのコンテンツ開発
（委託料）2,640千円
〇Lineを活用した商店街の販促情報発信システム運営
（委託料）1,100千円

商店街を取り巻く組織と法人が担う役割のイメージ

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①新井商店街事業所数（＋3件）
②新井商店街空き店舗数（▲3件）
③JR伊那大島駅利用者数（＋50人）
④観光消費額（＋15,000千円）

関連URL
https://www.town.matsukawa.lg.
jp/soshikikarasagasu/machizukuri
seisakuka/kikakutyouseikakari/4/
9699.html

旧制度（推進）

https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html


事業概要【アフターコロナ及びリニア開通後の観光交流と若者の移住定住人口増を促進させることを目的とした地方創生事業】

申請者 長野県松川町 初回採択回 令和５年度第２回募集

事業計画期間 R5-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 194,167千円（25,800千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果

観光で誘客しながら当町を知ってもらい、ワカモノの移住定住へ結びつける
・リニア開通後の地域回帰や２地域居住の地に当町が選ばれるような取組を行う
・移住定住を考えている相談者の受入体制を整備（移住希望者と自治体のマッチング体制）
・移住定住者の増による人口減少時代に打ち勝つ地方創生の実現を目指す

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

〇旧松川青年の家エリアを活用した自然体験企画造成及び運営
（委託料）7,700千円
〇町観光施設のバーチャルツアーを活用したPR事業（委託料）
500千円
〇ｶﾞｽﾄﾛﾉﾐｰﾂｰﾘｽﾞﾑ企画造成（委託料）7,500千円
〇外部人材活用促進インターンシップ事業（委託料）1,800千円
〇移住定住促進事業（委託料）5,000千円
〇Orchardキッチンカー整備事業（補助金）3,300千円

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①社会増減数（＋12人）
②移住体験住宅利用者数（＋11人）
③町内観光宿泊者施設宿泊者数（＋210人泊）
④来訪者満足度調査における再来訪意向率（＋
12.0％）

関連URL

https://www.town.matsukawa.lg.
jp/soshikikarasagasu/machizukuri
seisakuka/kikakutyouseikakari/4/
9699.html

旧制度（推進）

https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html


事業概要【リニアで繋がる地域と都市部のヒト・コト・モノ交流計画】

申請者 長野県松川町 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 35,200千円（11,000千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 農林水産分野

目的・効果
•新規販路開拓による農業就業人口の増加
•新規メニュー開発による地元ＰＲ効果からくる誘客の促進
•都市間交流コミュニティ創出によるヒトの繋がりが生み出す新しい関係性の構築
•農業・都市間交流分野による関係人口増加による移住定住者の獲得

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

〇地元農産物を活用した都市部のトップシェフとの連携事業
（委託料、広告経費、パッケージ開発経費等）6,600千円

〇リニア駅で繋がる都市間交流事業（委託料）4,400千円

KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①地域における農林水産就労者数（＋120人）
②社会増減数（＋7人）
③ふるさと納税寄付件数（＋1,500件）
④地域の人口数（▲589人）

関連URL

https://www.town.matsukawa.lg.
jp/soshikikarasagasu/machizukuri
seisakuka/kikakutyouseikakari/4/
9699.html

旧制度（推進）

https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html
https://www.town.matsukawa.lg.jp/soshikikarasagasu/machizukuriseisakuka/kikakutyouseikakari/4/9699.html


事業概要【松川町の地域資源を活用した都市部からの誘客事業】

申請者 長野県松川町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

180,480千円
（180,480千円）

経費の類型 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業 事業分野 観光分野

目的・効果
これまでの観光地域づくりで構築した関係人口の芽をオートキャンプサイトの整備事業を通じ、より魅力ある観光ス
ポットとすることで現交流人口の定着および、拡大させる拠点づくりを行うことで、地域みらい共創プランに掲げる、
人口減少時代に打ち勝つ地方創生を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
松川町に滞在してもらいながら自然を体験と観光をする、自然体験×
滞在型観光を行えるコンテンツとして、町の西側、西山地区にある旧松
川青年の家グラウンドを、オートキャンプ場として整備する。

当整備事業完了後、キャンピングカーでのイベントのみならず、毎年実施
されている若武者マルシェという若手農業経営者が主催する農産物の直
売（集客約300名）や、およりての森祭り（集客約400名）での、町
産材をつかった木工体験、木工品の物販、地元食材を使ったキッチン
カー等が来るイベントや、自然を使ったアトラクション（森林セラピー、星
空観測）などの既存事業等とのシナジー効果により観光消費額に結び
付くPRも実施していく。

【拠点整備事業経費】
〇施設整備 180,480千円

地域の多様な
主体の参画

産）当該施設の管理運営を行う。運営にあたっては利用者の増加や地
域住民の関係性構築につながるイベント等を開催してもらう。
官）各事業の全体調整を行う。
住民）利用者目線での施設等の利活用に関する意見について、事業
内容への反映に取り組む。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域における観光消費額 （＋18,560千円）
②キャンプ利用者数（＋1,856人）
③来訪者満足度調査における再来訪意向率（＋
30％）
④社会増減数（＋17人）
⑤地域幸福度（Well-Being）指標による主観指標
「私の暮らしている地域には、楽しい時間を過ごせる娯楽
施設がある」の偏差値（+20ポイント）



事業概要【信州たかもり温泉改修事業】

申請者 長野県高森町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

1,695,305千円
（795,149千円）

経費の類型 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業 事業分野 観光分野

目的・効果
•信州たかもり温泉「湯ヶ洞」、「御大の館」をリニューアルし、新たな観光の拠点として整備することで、観光消費額
の増加を図る。

•観光客と地元住民の交流を促す拠点とすることで、より一層の観光体験の提供と観光産業の発展、地域活性
化を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
信州たかもり温泉「湯ヶ洞」「御大の館」改修工事
①施設全体改修工事
②サウナ新設工事（男女各定員約15名）
③大浴場改修工事（バリエーション増）
④レストラン新設工事（定員約110名）
⑤客室改修工事（室数・定員増）
⑥渡り廊下新設工事（館内移動の充実）
⑦駐車場造成工事（増台）
⑧外構工事（デッキテラス等）

【主な経費】
〇改修工事実施設計・監理業務 73,043千円
〇建築主体工事 315,744千円
〇設備工事 406,362千円

地域の多様な
主体の参画

【指定管理者】施設の管理運営、利用者の増加や観光客と地元住民との
交流が生まれるイベント等を開催

【高森町・観光協会】 観光客の受け入れ体制を整え全体調整を行う
【金融機関】観光客の受け入れに必要な事業に対し、金融分野でサポート
【地域おこし協力隊】独自の視点で地域PRや観光客増への活動を実施
【自治会】地元利用者の意見吸い上げ、情報提供

KPI
※カッコ内の数値は
最終事業年度まで
の「KPI増加分の累
計」の目標値

①南信州地域の観光地消費額（+9,000千円）
②信州たかもり温泉宿泊者数（＋1500人）
③信州たかもり温泉来館者数（＋35,000人）



事業概要【学びや挑戦機会の充実による選ばれる村づくり_喬木村共創拠点整備事業】

申請者 長野県喬木村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R９年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

403,754千円
（355,754千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果
ICT教育等本村の持つ魅力ある子育て・教育環境をベースに、子どもだけでなく大人までが“学び”、“つながり”、
“挑戦する”人づくりを核とした村づくりを実現する。子育て、教育環境の魅力に加えて、地域固有の産業や自然資
源を掛け合わせることで、本村で子育てしたい、関わりたいと思う人を呼び込み、持続的な人の流れを生み出すこと
で、総合計画に掲げる将来像“人が輝き 未来につながる 美し郷 喬木”を実現する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
関係移住人口創出を主目的として、中原地域に学びと挑戦をテーマとした
滞在機能及びシェアスペースを有する複合施設を整備する。
【ソフト事業経費】
共創施設及び関係移住人口創出にかかる情報発信PR基盤整備と、施設
活用にかかる村民ワークショップの企画運営を行う。
・ブランド構築にかかる企画設計 5,082千円
・情報発信PRにかかる基盤整備 13,794千円
・施設活用にかかる企画運営 4,840千円
【拠点整備事業経費】
喬木村共創施設を整備。
・施設整備 332,038千円

地域の多様な
主体の参画

村内保育園、小中学校は、地域の子育て・挑戦機会のプログラム作
成に対する意見の吸い上げ、情報提供を行う。
共創施設の指定管理者は、エリア価値を活かした子育て、教育プログ
ラムの開催や関係・移住人口創出を促すお試し移住ツアーなどを開発
～運用する中で、地域住民も含めた地域資源、フィールドの魅力を体感
してもらう機会を創出する。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①喬木村への転入者数（＋50人）
②共創拠点の年間利用者数（＋780人）
③村内10～30代の定住意向率（＋10.5％）
④共創拠点を活用したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開催数（＋15
数）
⑤運営、体験プログラム担い手確保（+3人）



申請者 長野県白馬村ほか２自治体※ 初回採択回 令和６年度第２回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

142,000千円
（50,000千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 観光分野

目的・効果

・地域経済の中核である観光業において、最大の収入源であるリフト券の販売が天候の影響を強く受ける課題を克服する
・大規模CRMが可能なグローバル競合に対抗するため、DMOを中心としたに地域一体でのCRM、マーケティングを実現する
・インバウンド拡大のために、自治体、事業者が広域連携できる、相互送客の仕組みを構築する
・広域連携により観光コンテンツの多様化を実現する、商品組成のためのDXプラットフォームを構築する

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①「マイポータル」へのバウチャー発行機能追加、
前年の運用を踏まえての改善：10,000千円

②地域通貨とマイポータルを連携する
”ウォレット機能”の実装：28,000千円

③山岳リゾートDX協議会(MRDC)の運営、
参画者追加：5,000千円

④リフト券ICカードの自動販売機設置：7,000千円

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①観光消費額：+12億円
②マイポータル登録者数：+10万人
③連携自治体数：+10市町村
④マイ・ポータル経由でのふるさと納税寄付額：+16億円

関連URL

現行のDMO予約ポータル
https://www.booking.vill.hakuba.
nagano.jp/

独自に進めている事業のプレスリリース
https://prtimes.jp/main/html/rd/
p/000000040.000060409.html

旧制度（推進）事業概要【DXによる地域観光業の持続可能性向上事業】

※長野県白馬村、野沢温泉村、小谷村の広域連携事業

https://www.booking.vill.hakuba.nagano.jp/
https://www.booking.vill.hakuba.nagano.jp/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000040.000060409.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000040.000060409.html


事業概要【多様な人々の交流と地域経済の好循環による持続可能な地域づくり事業】

申請者 長野県白馬村、小谷村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

1,423,800千円
 (151,800千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業 ✓ インフラ
整備事業 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果

•ファンコミュニティを創設し、関係人口を創出して地域課題の解決を図りながら定住人口の増加につなげる。
•デジタル地域通貨や産業連関表を活用し、事業者と協力して地域内経済循環の向上を図るとともに、観光産
業による「稼ぐ力」と住民の「暮らしやすさ」を両立して人口流出を防ぎ、地方への人の流れを生み出す。

•新たな産業創出を目的に地域公社を設立し、通年で安定した雇用を創出して若者の定住を促進する。
•子育て支援と交流の拠点となる施設を整備し、若者・女性に選ばれる地域を実現する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【ソフト事業経費】
〇関係人口の創出・拡大と交流による地域課題解決事業
・ファンコミュニティ創設・マッチングシステム構築（委託料）9,000千円
・まちづくりポータルサイト制作費（委託料）1,000千円
・交流イベント開催費（会場使用料等）800千円
○新たな産業創出と地域内経済循環向上事業
・地域公社設立に向けた調査（委託料）10,000千円
・デジタル地域通貨導入（委託料）18,000千円
【拠点整備事業経費】
〇子育て支援・交流拠点整備事業
・実施設計・既存施設除却 113,000千円

地域の多様な
主体の参画

先駆的DMOに選定されている一般社団法人白馬村観光局、白馬
商工会、白馬村振興公社、小谷村等と連携し、域内事業者の協力を
得ながら事業を推進するとともに、白馬高校、地域金融機関、ケーブル
テレビ、地域の非営利団体や自治組織など全村的な取り組みとする。
各関係者は事業の推進だけでなく評価・検証等にも参画し、情報発
信や意見聴取を丁寧に行い事業の改善に努める。

KPI
※カッコ内の数値は
最終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①20代～40代の社会増（転入者数）
（＋150人）
②ファンコミュニティ登録者数（＋2500人）
③地域課題解決に資する事業への参加者数
（+250人）
④デジタル地域通貨利用者数（＋1,500人）
⑤地域公社の職員雇用者数（＋22人）

子育て支援・交流拠点施設整備予定地



事業概要【地域資源アップサイクルプロジェクト】

申請者 長野県山ノ内町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 81,200千円（25,200千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ
整備事業 事業分野 まちづくり分野

目的・効果
•未利用資源や廃材の利用による産業、魅力発信、関係人口アップ
•脱炭素、SDGsをテーマとした資源アップサイクルによるシティフレグランス開発
•地域商社設立による地域経済の活性化

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
町内の未利用森林資源からアップサイクルにより町を象徴する香り（シ
ティフレグランス）を創出し、町内外に対し町の魅力を発信する。商品造
成と併せてプロモーション戦略を構築する地域商社を設立し、地域のブラ
ンド力強化を促進することで、稼ぐ力を身につけ、自走して若者・外国人
に選ばれるまちづくりを行う。
【ソフト事業経費】
‣資源アップサイクルをテーマとする商品造成（委託料3,420千円）
未利用の森林資源（杉の枝葉）から精油の蒸留
杉精油を用いたシティフレグランスの創出

‣開発商品のブランディング作業と地域ブランディングのための地域商社
の設立準備（委託料21,780千円）
造成した商品のブランディング・プロモーション戦略策定
観光産業における廃油活用商品の開発検討
地域商社の設立に向けた準備、支援

地域の多様な
主体の参画

包括連携協定を締結した企業及び森林組合を中心に、未利用資源
アップサイクルによる新しい商品を開発・販売し、町の魅力発信を行う。
また、地元高校や植物専門家とワークショップを開催し、香りと環境保
全を有機的に結び付けるとともに脱炭素・SDGsに係るひとづくりを進める。
さらに、商工会や金融機関と連携し、地域商社設立に向けた人材育
成のもと、地域産業の創出と活性化を図る。

KPI
※カッコ内
の数値は
最終事業
年度までの
「KPI増加
分の累計」
の目標値

①社会増減の維持（+165人）
②外国人宿泊者数（長野県調査）増（+60千人）
③関係人口（ふるさと納税件数）増（+2千件）
④商品取扱店舗数（+80施設）
⑤公式SNSのフォロワー数（+8千人）
⑥再造林を目的とした主伐面積（+9ヘクタール）



事業概要【持続可能な地域づくりに向けた多様な雇用機会創出と関係人口拡大事業】

申請者 長野県信濃町 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 31,914千円（12,944千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果
地域の季節的な雇用の不安定さと人口減少の課題に対応するため、安定した雇用環境の整備とシティプロモー
ションによるシビックプライド向上から関係人口の創出に取り組む。季節依存の産業からの脱却と関係人口拡大を
通じて地域の持続可能な発展を促進することで、地域住民の地域愛を高め、町外からの移住者の増加を目指す
もの。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
シティプロモーションと関係人口の拡大を目的に、専用サイトや映像で
町の魅力を発信し、信濃町ファンクラブの本格運用により町外との継
続的な関係を築きます。
【主な経費】
○シビックプライド向上に関する事業
・シティプロモーションサイトの構築(委託料） 5,500千円
・シティプロモーション映像制作・発信(委託料） 2,090千円
・信濃町しあわせ会議の開催（委託料） 1,100千円
○関係人口創出・拡大に関する事業
・関係人口プラットフォーム開発（委託料） 2,354千円
・関係人創出・拡大事業（委託料等） 1,200千円
○多様な雇用機会創出に関する事業
・移住者の採用活動業務（委託料） 700千円

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①地域へのUIJターン数 （＋15人）
②特定地域づくり協同組合雇用者数 （＋7人）
③信濃町ファンクラブ会員数 （＋1,400人）
④信濃町への愛着度 （＋9.53%）

関連URL https://www.town.shinano.lg.jp/c
hosei/shisaku/

旧制度（推進）

https://www.town.shinano.lg.jp/chosei/shisaku/
https://www.town.shinano.lg.jp/chosei/shisaku/


事業概要【シン・デジタルデバイド支援による地域活力向上プロジェクト】

申請者 長野県信濃町 初回採択回 令和６年度第２回募集

事業計画期間 R6-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 41,678千円（13,000千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 ローカルイノベーション分野

目的・効果

①町内における雇用及びデジタル人材の活躍の場の創出
②町内における事業者DXの推進
③生産年齢人口の減少及び高齢者の孤独・孤立化対策
④デジタルデバイド対策

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【フルリモート支援サービスの実装事業】
・フルリモート支援環境の構築及び貸出 3,164千円
・追加機能の実装 1,200千円
【デジタル人材の募集・育成事業】
・人材募集及び育成プログラムの実施 1,250千円
・eコマース分野を支えるデジタル人材の育成 1,000千円
【地域の小売業者に対するeコマースに特化したDX推進支援事業】
・事業者伴走支援事業 2,998千円
・地域の小売業者とデジタル人材のマッチング 1,408千円
【信濃町GDXセンターの運営事業】
・信濃町GDXセンターの運営 1,180千円
【信濃町GDXセンターの環境構築事業】
・信濃町GDXセンターのネットワーク回線整備 800千円

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①地域における新規雇用者数（＋8人）
②フルリモート支援サービス利用者数（＋80人）
③eコマースに関する事業者DX支援件数（＋3件）

関連URL https://www.town.shinano.lg.jp/c
hosei/shisaku/

旧制度（推進）

https://www.town.shinano.lg.jp/chosei/shisaku/
https://www.town.shinano.lg.jp/chosei/shisaku/
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